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HCV陽性供血者血漿中のHCV　core抗原の検出
11　　　　Mono－L－aspartyl　chlorin　e6を用いた
光線力学的治療における薬剤投与量とレー
ザ照射量についての検討
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【目的】HCV陽性供血者血漿からfluorogenic
肌ISA法にてHCV　core抗原の検出を試み，さらに薦
糖溶液中におけるHCVの浮遊密度をHCV　core抗原と
HCV－RNAの両者の分布から検討した．
【対象】HCV陽性供血者血漿を対象とした．　HCV陰
性供血者血漿をコントロールとした．
【方法】1）Fluorogenic肌ISA法によるHCV　core抗
原の測定：抗HCV　coreポリクローナル抗体を96穴
プレートに固相化後，検体を添加した．その侵，
抗HCV　coreモノクローナル抗体，ビオチン標識抗
マウスイムノグロブリン，アルカリフォスファター
ゼ標識ストレブトアビヂン，4一メチルウンベリフ
ェリルフォスフェイトを添加した．反応後，各穴
の蛍光量を測定した．2）血漿中のHCV　core抗原の
測定：HCV陽性供血者血漿4検体と陰性コントロー
ル2検体をそれぞれ遠心し，沈澱物中のHCV　core抗
原をFluorogenic　ELISA法にて測定した．3）薦糖溶
液中におけるHCVの浮遊密度：HCV陽性供血者血漿
を遠心後，沈澱物を10％一60％me糖密度勾配にのせ，
10万Gで遠心した．チューブの上部より回収した各
分画のHCV　core抗原とHCV・一RNAを測定した．
【結果】1）Fluorogenic　ELISA法の感度：Recom－
binant　HCV　core抗原を用いたFluorogenic　ELISA
法の検出感度は1ng／皿1であった．2）血漿中のHCV
core抗原：血漿60m1相当量ではHCV陽性供血者血漿
4検体中3検体にHCV　core抗原の検出が可能であっ
た．3）薦糖溶液中におけるHCVの浮遊密度：高い
HCV　core抗原活性を示す分画にはHCV－RNAが検出さ
れ，比重1．07g／m1，1．12g／ml，1．19g／皿1，1．27
g／mlの分画でピーク値をとる4峰性の分布を示した．
【結論】Fluorogenic　ELISA法にて血漿中のHCV
core抗原の検出が可能であった．　HCV粒子は血中で
は複数の比重をとる可能性が示唆された．
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旧的］光線力学的治療（PDT）は、癌の局所的治
療方法として確立されつつある。今回我々は
ダイオードレーザとMono－L－aspartyl　chlorin　c6
（ME2906）を用い腫瘍移植マウスに対しPDTを
行い、90％以上の治癒率を得られる薬剤投与
量とレーザ照射量各々の最小量について検討
したので報告する。【方法］4週齢BALB／c雌性マ
ウス右後足皮下にMeth－A細胞を移植し、平均
体積約0．1cm3となった移植腫瘍に対しPDTを施
行した。ME2906の経静脈投与5時間後にレー・
ザ出力100mW／cm2で照射量0～250J／cm2、薬剤
投与量1．25～12．5mg／kgの範囲内でPDTを施行
した。PDT施行1週間後の摘出腫瘍に対し肉眼
的、組織学的に治療効果を判定した。［結果】
Mcth－A移植腫瘍に対するPDTにおいて、薬剤
投与量およびレーザ照射量の組み合わせを変
化させた際に90％以上の治癒率が得られた条
件を表【1】に示す。
ME2906投与量（mg／kg）レーザ照射量（J／cmう
12．5
10．0
7．5
25
12．5　fm｛：
50　＄
200　S
200　S
一方1．25mg／kg投与群では90％以上の治癒率は
得られな　かった。
［まとめ1半導体レーザとME2906を用いたPDT
について、90％以上の治療効果を得られる
ME2906投与量とレーザ照射量各々の最小量に
ついて検討した。ME2906大量投与時には少量
レーザ照射でも期待されたPDT効果は得られ
た。
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